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教科教育学研究の研究動向と展望
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本稿では,本学会の機関紙である「日本教科教育学会誌」のVol.1 -Vol.25 (1976-
2003)に掲載された理科教育学に主たる視点を置いた論文を中心に抽出し,教科教育学と

いう視点から整理を行った。具体的には,抽出した論文を教科区分論,基礎論,目的・内
容論,方法・実践論という4つの区分に整理し,それらを大きく3つの年代に分けて概観

することによって理科教育学研究の動向を把握し,その展望を行った。
その結果,これからの理科教育学研究においては,知を育むための研究のみでなく,哩

科教育を通して人間形成を行っていくための具体的な教授一学習課程を考案するとともに,
その実践と評価を行っていく必要があることを示した。
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I.はじめに

本学会の機関紙である「日本教科教育学会誌」

は,学会発足の翌年となる1976年に創刊ざれてい

る。創刊号となる第1巻第1号では, 「発刊に際

して」と題して本学会の課題が次のように示され

ている。

教科教育学は

教育活動を,人間形成の具体的実現に即して研

究しようとする学際的,総合的な実践科学である。

したがって,研究の分野・領域も,従来の文化

の領域区分にとらわれない自由な発想のものや,

伝統的なもの,あるいは実証的試論など多様であ

ることが望ましい。

このような多角多様な追究が,相互に作用し

合って,教育の最適化を実現する道を確立するこ

とは,本学会の大きな課題である。 (平野, 1976

また,姥谷(1976)は,総合的な教育計画の実

施の実際とその理論を,具体的な学習の場に即し

て研究するのが教科教育であり,教科教育学の研

究分野には,その基礎論と教科区分論,教科教育

実践などがあると述べている。
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このように,本学会においては,従来の領域区

分にとらわれない幅広い視点から研究を行い,各

科教育ではなく,教科教育学としての学問の確立

を目指してきたといえる。そこで本稿では,理科

教育学の研究動向と展望について述べるにあたっ

て,創刊時から現在までの「日本教科教育学会誌」

に掲載された理科教育学に主たる関心を置いた論

文を中心に抽出したO　そして,前述の姥谷が示し

た分野区分を参考に教科教育学的視点から整理を

行った。具体的には, 「日本教科教育学会誌」の

Vol.1 -Vol.25 (1976-2003)に掲載された全

論文を概観し,理科教育学に主たる関心を置いた

論文を中心に抽出した。そして,教科区分論,基

礎論,目的・内容論,方法・実践論という4つの

区分に整理し,年代ごとの特徴の抽出を言式みた。

これら4つの区分の特徴を以下に示す。

教科区分論:教科区分や,教育課程全体につい

て論じたもの

基　礎　論:理科教育課程,自然認識などに関

へ鎗て論じたもの
目的・内容論:具体的な教育目的や,教授内容に

ついて論じたもの

方法・実践論:新たな教授方法の提案や,それら
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の実践結果について論じたもの

なお,上記の特徴からも明らかなように,教科

区分論はその特性上,理科教育学に主たる関心を

置いた論文以外をも対象としている。

II.教科教育学としての理科教育学研究の変遷

「日本教科教育学会誌」に掲載された理科教育

学に主たる関心を置いた論文を,前項で示した4

っの区分によって整理し, 1970年代, 1980年代,

1990年代以降という3つの時代区分に分けて概

観した。以下,時代区分ごとに掲載された論文を

概観する。

1. 1970年代

1970年代においては,教科区分論6篇,基礎

論18篇,目的・内容論9篇,方法・実践論9篇

の掲載論文が見られた。

(1-1)教科区分論

嶋田(1976)は,戦後の日本においては,まず

教科を定めてそれの教育学を考えていく研究が進

んでいることを指摘し,その欠点について述べて

いる。そして,教育を先に考えてそれを具体化す

るた釧こ便宜的に教科を考え,教科教育学を構築

していく必要があることを,理科教育学を具体例

に用いながら指摘している。松本(1979)は,教

科の必要性について論述する中で,その必要性に

は次のように3種の型があると述べている。

文化を外在的な実体としての文化と内在的な過

程としての文化の二面でとらえるとき,第1の型

は,外在的な実体としての文化を対象にする立場

である。それは,静的な形式としての知識の伝達・

伝承の教育活動になりやすいものである。第2の

型は,外在的な実体としての文化と内在的な過程

としての文化の両面を対象にする立場である。こ

の立場では,静的な形式としての知識と動的な変

容方法としての知識の両者が教郵舌動の内容にな

る。 (+中略-)第3の型は,第2の型と同様の

立場で文化をとらえるものである。しかし,生産

された文化をそのままの形で対象とするのではな

く,それを,いまいちど,学習者の具体的な活動

基盤である感覚・思考・行動と,その活動を具体

化する対象との関係において,人間の社会的・文

化的な生産活動の根底にある理論を軸に,再構成

し教科としての区分をはかり組織しようとするも

のである。

また姥谷(1979)は, 『教科は,教材の組織的

な体系を意味するものであるから,教育の日的・

目標の設定やそれらを条件づけている現実の社会

的な要求,さらに学習者の人間的な条件,すなわ

ち時代の進歩や要求に根ざすものを併せ考えなが

ら,それらを矛盾や障害が生じないように,しか

も現代という具体的・現実の生活に即するように

教材の選択と構成を工夫し,実践するのである。

したがって,教科は,固定したものと考えるべ

きでないであろう。時代とともに,あるいは学習

者の発達に即応する要求によって,教科は多様に

しかも多種の形で組織されたり,構成されたりす

べきであろう。』と述べている。

このように, 1970年代の教科区分論において

は,人間形成という教科教育学の理念を強く意識

した論考がなされている。そして,生産された文

化としての教科から教育課程を考えるのではな

く,教育に必要なものとして教科を構成し教育課

程を考えていくことの必要性などが述べられてい

る。

(1-2)基礎論

森(1976; 1977; 1978)は,理科指導計画の設

計への視点導出のた釧こ,子どもの物質観や生命

戟,宇宙観など自然認識の発達段階について研究

を行っている。藤倉(1978)は,理科の学習指導

に役立てるた釧こ,自然認識の成立における子ど

もの望ましい思考のあり方について考察を行って

いる。児島・瀬戸・森(1979)は,授業を改善す

る具体的な手立てを得るた釧こ,児童が期待する

理科の授業像について研究を行っているO川上

(1976)は,教育学部における理科を中心とした

教育課程の現状について分析するとともに,改善

への視点を示している。角屋(1978)は,これか

らの教育の課題として,子どもの主体性・自主性

や創造性といった人間性の啓発を挙げ,そのため



の理科学習活動の構成方法について研究を行って

いる。

このように, 1970年代の基礎論においては,自

然認識の発達段階,子どもの望ましい思考のあり

方,児童が期待する理科の授業像,といったよう

に子どもの認識や思考を追究した研究が多く行わ

れている。また,子どもを教育する側である教師

の育成に関わる研究や,人間性の啓発という教育

の根源的目的から理科学習活動を検討した研究も

見られる。

(1-3)目的・内容論

東野(1979)は,理科教育の目的・目標の構造

的な把握をすることを目的として,理科教育の目

的・目標を構成する共通の要素を分析している。

そして,これらの要素は,自然科学が人間の精神

に及ぼす内的因子と,自然科学が環境に及ぼす外

的因子からなり,それらが有機的に結合している

ことを明らかにしている。村上(1977)は,

NSTAが初等教育における理科教育の進歩のため

に編纂したInvestigating Science with Children
の基本理念を紹介するとともに,化学領域の具体

的な単元を紹介している。村井・江口(1978),

村井・首藤(1979)は,理科の教科書を客観的に

特徴づけるために,教科書で用いられている文章

構造や図式表示の特徴を統計的に分析している。

藤谷(1978)は,家庭科教員養成において化学教

育を行うことの必要性が強く認識されていること

を明らかにするとともに,理科と家庭科の内容の

相互補完について検討している。

このように, 1970年代の目的・内容論におい

ては,理科教育の目的∴目標を構造的に検討した

もの,アメリカにおける事例を紹介したもの,哩

科の教科書の文章構造などを分析したもの,理科

と家庭科の内容の相互補完について検討したもの

など,多様な側面から研究が行われている。

(1-4)方法・実践論

山川・守屋・臼井(1976)は,子どもの自然認

識を効果的にするた釧こは,自然の事象に対して

の認識を繰り返し,積み重ねて自然を統一的にと

らえさせることが必要であり,そのた釧こは∴子

ども自身が学習の必要感と論理の一貫性をもつよ
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うに問題解決の場を設計することが必要になって

くると述べている。橋本(1976)は,野外観察で

特に期待できる学習効果について検討するととも

に,野外観察をするときの観察行動の過程をプロ

グラム化し,自由な発想活動をできるだけ束縛し

ないように留意した観察カードを作成している。

奥井(1976)は,児童・生徒の環境概念形成に対

する教授メディアの効果を明らかにするととも

に,教授・学習過程構成の最適方略決定に関する

指針を示している。中谷・藤川(1977)は,液体

の微量体積の測定に関する指導の場面において視

聴覚機器を導入し,それによる適正な情報の与え

方について研究を行っている。

このように, 1970年代の方法・実践論におい

ては,子ども自身に学習の必要感や論理の一貫性

をもたせたり,子どもに自由に発想・活動させた

りするなど,知識・理解以外の側面においても教

授の改善が目指されているといえる。また,視聴

覚機器などの教授メディアの効果的な利用方法に

ついての検討もされている。

2. 1980年代

1980年代においては,教科区分論0篇,基礎

論26篇,目的・内容論10篇,方法・実践論8篇の

掲載論文が見られた。

(2-1)基礎論

荻須(1980)は,問題解決活動が知識の伝達に

終始し,人間の教育を失いそうになりつつあるこ

とを危供するとともに,理科教育における教育哲

学の欠如を指摘している。角崖(1980a, 1980b)は,

自然認識に関する基礎的研究として,実験・観察

場面における子どもの受容活動を対象の重みづけ

という視点から分析するとともに,子どもの事象

の説明活動の実態を発達的視点から明らかにして

いる。平(1983)は,理科教員養成大学のカリキュ

ラムにおいて,科学史,科学認識論,科学基礎論

などがもっと重視される必要があると指摘してい

る。松原(1984)は,理科の教授学習過程におけ

る個々の場面および全体を通しての学習者の論理

展開を明らかにするために,論理展開が重要にな

る仮説・検証の推論活動に注目して調査を行って

いる。吉田(1987)は,高等学校において学業不
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振の生徒に注目し,このような生徒達に対する効

果的な理科指導手法を検討するた釧こ,学業不振

の生徒の論理的思考に見られる特徴の分析を行っ

ている。

このように, 1980年代の基礎論においては,

1970年代と同様に多様な視点から研究が行われて

いる。しかし,研究内容の傾向はやや異なってお

り,理科教育を通した人間形成という教育の根源

的目的から理科学習活動を検討した研究,理科教

員養成大学のカリキュラム改善へ向けた提言など

に加えて,子どもの自然認識や論理展開,学業不

振と論理的思考の関連についての研究など,子ど

もの論理的な思考に注目した研究が増加している

といえる。

(2-2)目的・内容論

久田(1980, 1981)は,中学校理科教科書で使

われている様々な用語のうち,程度や量の強弱・

大小などを表すことばの使われ方や,科学的専門

用語以外の「一定」 「同じ」 「等しい」といった事

象の状態や関係,事物の異同関係を示すときに使

われる用語の意味'・用法を明らかにするために各

用語の用例を分析しているC藤谷(1980, 1985)は,

理科化学分野と家庭科のかかわり合いの変遷な

ど,理科化学分野と家庭科の連携について継続的

に研究を行っている。三島ら(1982),三島(1984)

は,電流概念の形成に関する研究の一環として,

電流概念の基礎となる電流の流れる向きや豆電球

の点灯する理由について,その理解度を小学校3

年生から中学校3年生までを主な対象として調

査を行っている。前田(1989)は,学生の熟概念

認識の実態を調査し,熟の考え方の変容過程を明

らかにしている。

このように, 1980年代の目的・内容論におい

ては,理科の教科書における用語の意味・用法や,

理科と他教科との連携について研究したものに加

えて,電流概念や熟概念といった具体的な教授一

学習内容に対する子どもの概念的理解の様相を明

らかにすることから教授方法を検討しようとする

研究が見られるようになっている。

(2-3)方法・実践論

榎谷(1980)は,理科教育における放送学習の

特性を明らかにし,放送による教育の設計を検討

している。山下・前田(1983)は,大学の物理学

の学生実験において,事前指導内容の理解の実態

を明らかにするために,マイクロ・コンピュータ

を用いた調査方法の開発を行っている。入江・

山本(1983)は,高等学校理科の有機化学実験に

おいて,反応終了の確認方法が視覚的にわかりに

くく,実験結果がはっきりしないという問題点を

指摘し,有機化学実験において容易に視覚的に反

応終了が判断できる方法を導入し,その効果につ

いて検討を行っている。川上・多鹿(1987)は,

理科授業における先行オーガナイザの効果につい

て検討するた馴こ,中学校理科で取り扱う花の形

態の学習において先行オーガナイザを用いた授業

実践を行い,その有用性を示している。

このように, 1980年代の方法・実践論におい

ては,観察・実験方法の改良に関する研究のみで

なく,放送教育,マイクロ・コンピュータの利用,

先行オーガナイザの使用など,新たな技術や理論

を導入することによって授業を改善しようとする

研究が行われている。

3. 1990年代以降

1990年代以降においては,教科区分論0篇,

基礎論29篇,目的・内容論11篇,方法・実践論

12篇の掲載論文が見られた。

(3-1)基礎論

松本・贋瀬・秋吉(1990)は, 「やる気」を育

成する実践指導の基礎的データを得るた釧こ,中

学校理科学習における「やる気」の要因を同定し

ている。小田倉・小川(1993)は,子どもの時間

認識の様相を明らかにするた馴こ,幼児から高校

生までを対象に調査を行っている。大橋・松本

(1995)は,生徒の空間的イメージ能力の実態を

明らかにするた捌こ,空間把握能力において必要

な視点の移動を認知科学的に分析している。前田

(1996)は,中学校理科における観点別評価と評

定の実態を明らかにするために,指導要録に記入

された理科の観点別評価と評定を収集,分析して

いる。平田・下僚・福地(1998)は,理科の学習

指導上必要ないしは重要な知識や技能の習得につ

いて,小学校の教師を対象にアンケートを行い,



その結果と大学での専攻との関連について検討を

行っている。松原(1999, 2000)は,中学生の概

念やスキーマを表現する方法として,ニューラル

ネットの相互結合型ネットワークモデルである

ホップフィールドモデルを用いることの妥当性に

ついて検討している。

このように, 1990年代以降の基礎論においては,

やる気の要因の同定,時間認識や空間把握能力の

分析,概念やスキーマの表現におけるニューラル

ネットの導入など,認知科学的な視点を用いて行

われた研究が多く見られる。また,これまであま

り行われていない実践的な評価に関する研究も行

われている。

(3-2)目的・内容論

小倉(1993)は,平成元年度版小学校学習指導

要領における生活科導入に伴う教育課程の再構造

化のた捌こ,生活科独自の役割と他教科との関連

を配慮した構成が求められていることを指摘して

いる。そして,生活科と他教科との関連について

教材構成上の特徴を分析している。入江(1996)は,

ビニルとプラスチックという用語の使用につい

て,小学校,中学校,高等学校の理科の教科書を

対象に分析を行い,教科書においてビニルとして

使われている用語をプラスチックに統一すること

を提言しているO平野(1996)は,小学校理科に

おける電磁気学習を取り上げ,学習者の経験・情

意・態度の現状を探るとともに,それらが概念構

成の達成度に与える影響について明らかにしてい

る。森本(1999)は,紫外線の生物への影響につ

いての教材化を行うにあたり,児童,生徒,学生

を対象に紫外線に対する認識調査を行っている。

孟・角屋(2002)は,中国の初等理科教育の特性

を日本との比較を通して明らかにするた釧こ,両

国の教育目標,教育内容,授業時数などを比較・

分析している。

このように, 1990年代以降の目的・内容論に

おいては, 1980年代の目的・内容論と同様に,

理科教科書における用語の意味・用法や,教授一

学習内容に対する子どもの概念的理解の様相を明

らかにしようとする研究が見られる。また,平成

元年度版の小学校指導要領において,理科・社会

科に替わって導入された生活科と他教科との関連

73

について検討した研究や,日本と諸外国の教育目

標や教育内容を比較した研究も見られる。

(3-3)方法・実践論

Takamori et al. (1995)は,合成陰イオン界

面活性剤の分析方法を改良し,環境教育において

セツケンや合成陰イオシ界面活性剤の生分解を容

易に実験で示す方法を開発している。森本(1997)

は,学習理論とその理論を授業研究で生かすため

の方法の認知度について小学校現場でアンケート

調査を行い,現場において学習理論の認知度が低

いことを指摘している。衣笠・松本(1999)は,

電流単元における小学校と中学校の学習内容の概

念レベルでのギャップの大きさに注目し,小学校

においても概念的要素を加味して電流を取り扱う

ためにメタファーの導入を試みている。山本ら

(2000)は,発光ダイオードを用いて,直流・交

流を視覚的に学習する教具を開発し,その学習効

果について調べている。相原・西川(2001)は,

実験時のグループ内における協同学習の実態につ

いて調査を行い,通常の授業に全員参加の話し合

い活動を取り入れることによって,傍観者がいる

グループが減少することを明らかにしているO

このように, 1990年代以降の方法・実践論に

おいては,観察・実験方法の改良に関する研究が

多く行われている。また,学習理論や認知理論と

授業実践の実質的な連携についてもその必要性が

認識されてきているといえる。

ill.考　察

本稿では, 「日本教科教育学会誌」に掲載され

た理科教育学に主たる関心を置いた論文を,その

内容に応じて4つの区分に整理するとともに,

1970年代, 1980年代, 1990年代以降という3つの

時代区分に分けて概観した。これらの結果に基づ

き,教科教育学としての理科教育学のこれまでの

研究動向を整理すると,次のようにまとめること

ができる。

1970年代は,教科区分論に分類される研究が掲

載されている唯一の年代であり,人間形成を明確

に意識した理科教育学研究が多く行われていると

いえる。一方, 1980年代に入ると,荻須論文が指
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摘しているように,知識の伝達が重要視されると

ともに,理科教育を通しての人間形成という視点

が欠落してきているといえる。この傾向は1990

年代以降においても同様であり,認知心理学の視

点を導入した概念研究など,研究手法や理論体系

は洗練ざれてきているものの,人間形成という視

点から行われた研究はみられない。また,上述し

たように1970年代の論文において,理科教育を

通して人間形成を行うという理念や目標は示ざれ

ている。しかし,これらの理念や目標と具体的な

教授方略とを結び付け,実践を行った研究は見ら

れないようである。このため,これからの理科教

育学研究においては,知を育むための研究のみで

なく,理科教育を通して人間形成を行っていくた

めの具体的な教授一学習課程を考案するととも

に,その実践と評価を行っていくことが求められ

ているといえる。
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